
人
事
評
価
制
度
の
信
頼
性
を
高
め
る
に
は

多
く
の
真
面
目
な
会
社
は
詳
細
で
精
緻
な
「
基

準
づ
く
り
」
に
執
着
し
ま
す
。
評
価
項
目
を
増

や
し
て
み
た
り
、
目
標
管
理
制
度
で
評
価
し
て
み
た
り
、

客
観
的
な
基
準
を
立
て
よ
う
と
苦
心
し
ま
す
。
し
か
し
、

人
事
評
価
制
度
の
信
頼
性
の
源
は
詳
細
で
精
緻
な
「
基
準

づ
く
り
」
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

人
事
評
価
制
度
の
信
頼
性

・
納
得
性
は
、
会
社
、
社
長
、

上
司
に
対
す
る
信
頼
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
「
人
事
評
価

制
度
の
信
頼
性
は
、
そ
れ
を
実
施
す
る
会
社
等
へ
の
信
頼

か
ら
生
ま
れ
」
ま
す
。
こ
う
言
い
ま
す
と
、
「
な
ん
だ
！
そ

ん
な
こ
と
い
わ
れ
て
も
、
同
義
反
復
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
よ
、
そ
も
そ
も
信
頼
が
な
い
か
ら
困
っ
て
い

る
の
に
・
・
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。
日
本
の
統
治
機
構

と
し
て
、
三
権
分
立

（
行
政
権
、
立
法
権
、
司
法
権
）
の

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
立
法
権
の
正
当
性
の
根
拠
は
、
民

意
の
反
映
で
す
。
つ
ま
り
、
多
数
決
で
民
意
が
一
応
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
律
の
中
身
は
さ
て
お
き
、
正
し
い
と

み
ん
な
で
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
司
法
権
の

正
当
性
の
根
拠
は
、
裁
判
所
へ
の
信
頼
で
す
。
人
事
評
価

制
度
と
同
様
に
そ
の
制
度
へ
の
信
頼
が
大
切
な
わ
け
で
す
。

で
は
、
そ
の
信
頼
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

は
「
手
続
の
適
正
さ
」
で
す
。
詳
細
で
精
緻
な
基
準
づ
く

り
に
走
る
の
で
は
な
く
、
「
手
続
き
の
適
正
さ
」
を
磨
く
方

向
に
舵
を
き
っ
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。
手
続
の
適
正
さ
と
は
、

部
下
（
被
評
価
者
）
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
と
り
い
れ
る
か
、

評
価
の
前
提
と
な
る
事
実
は
ど
う
把
握
す
る
の
か
、
誰
が

ど
の
段
階
で
評
価
す
る
の
か
、
評
価
の
説
明
は
誰
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
評
価
と
金
額
の
決
定
根
拠
に
納
得

が
い
か
な
い
場
合
ど
う
す
る
の
か
、
評
価
者
の
人
格

・
資

質
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
は
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
評
価
者
毎
の
甘
辛
調
整
は
い
つ
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
等
で
す
。
こ
う
な
れ
ば
、
い
か
に
評
価

に
か
か
わ
る
利
害
関
係
者
で
対
話
と
議
論
を
行
う
の
か
、

と
い
う
自
社
に
合
っ
た
「
手
続
き
の
適
正
さ
」
を
確
保
す

る
か
、
と
い
う
事
に
な
る
わ
け
で
す
。
（
横
）
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Ｅｈｉｍｅ Ｄｏｙｕ
【人を生かす経営】 ＝ 【『労使見解』 の精神を生かした経営指針を確立し、 社員教育を進め、

障がいのあるなしに関わらず、 求人を行う経営】

【人を生かす経営の総合実践】 ＝ 【人を生かす経営を、 産学官報金労連携の枠組みで、 条例

制定 ・ 推進運動を通して、 地域と企業で実践する】

２０１７年度
スローガン

今こそ、 経営者の責任を果たし、 「人を生かす経営」 を実践し、

地域からあてにされる企業をめざそう！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

良い会社をつくろう、 良い経営者になろう、 良い経営環境をつく
ろうの同友会３つの目的実現に向けて 「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち 「自主・民主・ 連帯」 の精神で企業経営
と会運営を行うことです。

発行 ： 愛媛県中小企業家同友会　編集 ： 広報情報化委員会
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陶冶

　2017 年 12 月 7 日 ( 木 )、松山全日空ホテルにて第 19 回報道関係者との

懇談会を開催しました。報道機関 3社 4名、会員 16 名の計 20 名が交流を

深めました。本懇談会では“地域に根差した経営実践”をされている山内

満子（スリーラインズ株式会社 代表取締役／愛媛同友会 会員）さんに報

告をしていただきました。

　報道関係者との懇談会は、6月に同友会運動について、12 月に会員企業

の経営実践事例についてを報告します。同友会が報道関係の皆様と相互に

理解を深めるために開催しており、年間 2回を定例化しています。本会報

誌 7ページに詳細がございますので、ぜひご一読ください。

広報情報化委員会担当

第 19回報道関係者との懇談会を行いました！
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　12 月 5 日 19 時から、伊予松前支部の忘年会が行われました。 当支部では、昔から忘年会を“望年例会”と呼び、

前向きに来年への挑戦を決意する会となっています。 開会にあたり、 支部長で次回第 7 回の経営フォーラムの実

行委員長でもある大政裕志さんより挨拶がありました。 昨年の第 6 回経営フォーラムの慰労を含めて、 みんな良く

頑張りましたので来年も引き続き頑張りましょう、 との挨拶でした。 乾杯の音頭は、 代表理事で元支部長 ( 伊予松

前支部の初代支部長 ) の田中正志さん。 「現支部長、 前支部長 ( 今村暢秀さん ) 共に、 支部を立派に運営をさ

れてるので、 大変嬉しく、 頼もしく思いますし感謝をしています」 との挨拶でした。 そして、 2018 年も皆さん頑張

りましょう、 との掛け声で高らかに乾杯しました。

　参加人数は、総勢 23 名でした。 場所は、昨年同様「想咲料理と焼酎と 桜介 ( サスケ )」です。 サスケといっても、

手裏剣が飛んで来たり、 忍法○○の術といった、 怪しい料理が出て来た訳では決してありません。 美味しい料理

で、 出席者を大変満足させてくれました。

　私達は楽しく和やかに交流をし、 来年に向けての鋭気をしっ

かりと養いました。 閉会の挨拶は、 副支部長の程野裕貴さんが

されました。 「中々思う様には出席出来ていないけれど、 来年

は同友会で学び、 みなさんと共に成長して行きます」 との決意

を語られました。 一丁締めで、 楽しい 2 時間の望年例会は無

事終了。 お疲れ様でした。 2018 年も、 皆様どうぞ宜しくお願致

します。

寄稿 ： 桑波田　健さん （岡田印刷㈱／伊予 ・ 松前支部）

伊予 ・松前支部１２月例会

２０１７望年例会
～各社 1年間の振り返りと新年の抱負を語ろう～

■日　時 ： 12 月 5 日㈫　　■会　場 ： 想咲料理と焼酎と 桜介　　■参加者 ： 23 名

　創業より 130 年間、 愛媛県民のお味噌汁の具として愛されてきた 『松

山あげ』 を製造 ・ 販売し続ける程野商店！ 5 代目代表取締役社長 ・

伊予松前支部副支部長である程野裕貴さんは、 奥様とともに商談会 ・

販売などに出て自社商品を売り込んでいくなど、 非常にアグレッシブで

あり、 『何事も続けていくことが大切』 を信念とされています。 現在は自

社商品を使ったアイデア料理を開発・紹介するなどの展開もしています。

　長男である 『綜一朗』 さん （画像 ： 左） も入社し事業承継も行って

いくなど、 社長としてまだまだ頑張り続けなければならないとおっしゃっ

ていました。

寄稿 ： 好永　隆之さん （㈱昆布森／伊予 ・ 松前支部）

支部情報 ： 有限会社程野商店　　程野裕貴さん

創業 1882 年（明治 15 年）　なる“ほどの”程野商店

新年の抱負を語り合いました

愛媛県民に愛されてきた 『松山あげ』

…伊予 ・ 松前支部１２月例会
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　12 月 19 日㈫東温市の見奈良天然温泉 利楽において、 東温支部恒例の秋川保親さんの報告会

が行われました。 私たちにとって、経営者としての原点に返らせてくれる大切な例会となっています。

今回は、 必要とされる経営者と企業になるためにという事についてお話をしていただきました。

　戦後、 人々の憩いの場として多くの銭湯や映画館が出来ましたが、 住宅が建ち始めると銭湯が街

から姿を消し、 テレビの普及によって映画館は激減しました。 当社においても、 創業時主力だった

サービスが数年前に無くなったり、 そろそろ役目を終えようとしているサービスもあります。 このように

物事は常に変化をしながら歩みを進めていきますが、 これからはそのスピードが急速に進んでいく

そうです。

　また、 日本が抱える大きな問題の１つに人口減少があります。 日本の人口は 2007 年から 2010

年がピークで 2011 年頃から減少を始めていますが、 今年からは 18 歳の人口が減り始め国立大学

も倒産が懸念される状況になってきました。 2020 年には女性の過半数が 50 歳以上となり出産が激

減すると予想され、 2024 年には団塊の世代が 75 歳以上となり社会保険料が激増すると予想されて

います。

　このような未来が予想されている中、 本当に行き詰ってからでは遅いので、 体力がある今のうち

に社員とその家族が幸せになれるように考え、 備えるのが我々経営者の役目だとおっしゃっていま

した。 そして、 秋川さんは中同協元会長である赤石義博氏の 「同友会は生き様を学びあう会だと

感じた」 という言葉に凄く感銘を受けたそうですが、 生き様とはその人の考え方であり、 経営者は

何のためにこの会社が存在しているのかという事をトコトン考えてほしいと強く語っていました。

　“必要とされる経営者と企業になるため” には、 まず経営者自身が 「覚悟を決める」 ことが第一歩

だと心に刻むことが出来た例会報告となりました。

　秋川さん、 本日も沢山の気付きをいただきましてありがとうございました。

寄稿 ： 中村　剛さん （㈱コピー愛媛／東温支部）

東温支部１２月例会

魅力ある企業とは
～必要とされる経営者と企業になるために～

■報告者 ： 秋川　保親　氏
　 秋川会計事務所株式会社　取締役／愛媛県中小企業家同友会　経営相談室長

■日　時 ： 12 月 19 日㈫　　■会　場 ： 利楽　　■参加者 ： 14 名

報告者の秋川保親さん

座長の篠原治行さん

例会報告後、
懇親会を行いました

支部情報 ： 坊っちゃん劇場 （株式会社レスパスコーポレーション　小林喜弘さん）

　100 年前に板東俘虜収容所でドイツ兵俘虜たちがどうしてベートーヴェンの第九 『歓

喜の歌』 をアジアで初めて歌うに至ったか、 そこには国境を越えた、 ドイツ人俘虜と地

元民との心の交流がありました。 物語ではドイツ兵ミハエルと遍路宿の一人娘である明

子とのラブロマンスに加え、 明子の父や母の家族愛、 そして国は違っても同じ人間。 人

類愛や平和も描きます。 笑いあり、 涙あり、 感動あり、 歌あり、 踊りあり、 更に 「ス○ウ」

あり！？のエンターテイメントミュージカルです。

「ス○ウ」 は劇場で観劇して当ててみてください。 皆様のご来館をお待ちしております。

寄稿 ： 小林　喜弘さん （㈱レスパスコーポレーション／東温支部）

東温支部１２月例会…
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　松山支部 12 月例会は、 「時代を生き抜くための 『四方よし』 の精神とは」 のテーマにて、 月心グループ

常務取締役の大政裕志さんを迎えて行われました。

　大政さんは、 病院で薬剤師として勤務の後、 2003 年に月心会館に入社、 同友会にも 2006 年に入会さ

れ、 創業家の一人として熱心に学ばれます。 そして社内での業務改善などの提案をしますが、 社員さんた

ちからは猛反対されます。 なぜそうなったかと振り返ると、そこには社員さんとの信頼関係が築かれていない、

人が育たない、 ついてきていない、 という社員さんとの距離の拡がりがありました。 しかしここで一つの転機

が訪れます。 それは例会に香川同友会代表理事の川北 哲さんが来られたことです。 報告の中で、 川北さん

の会社の理念を聞き、 これだ！と感じられます。 そしてたどり着いたのが、 「四方よし」 の経営です。

　「三方よし」 は近江商人の教えにある、「売り手よし」 「買い手よし」 「世間よし」 ですが、そこに 「働き手よし」

を柱に加えられます。 当時は、社員さんから「彼ら ( 社員さんたち ) の未来をどう考えていますか」と質問され、

頭を殴られたような衝撃を受けます。 そして取り組まれたのが、 新卒採用の開始です。 しかし、 最初の年は

採用することができないという衝撃の結果でした。

　でもここから、 人財育成の取り組みが始まります。 新卒者を迎えるにあたり、 受け入れ態勢を構築、 キー

マンとなる人の育成、メンター制度などに取り組まれます。そして現在では、毎年数名の採用ができており、「こ

の会社でよかった」 と新入社員さんに言ってもらえると話される大政さんの表情には実践者としての誇りを感じ

ました。

　大政さんは同友会では社員教育委員会でも長年活動されていました。同友会大学などの運営をする中で、

経営者と社員さんが一緒に参加しているということが大事と言われました。 やはり、 経営者が学び続け、 社

員さんとの共有をし、 キーマンの育成をしていくこと、 また 「働き手よし」 とは労使見解の精神、 そして人を

生かす経営の総合実践である。 教育から共育へと移り変わり、 共育を継続していくことが 「月心グループ」

の企業目的である 「幸福共有」 につながると言われています。

　今例会では、 大政さんが前回報告されてから 10 年の月日の中で、 考え方や価値観の変遷、 それと実践

してきたことを報告していただきました。 報告を聞く中で、 これから経営革新が求められる時代に経営者として

何をしていかなければならないのかを学ぶことのできた例会でした。

寄稿 ： 弓立　公司さん （㈲ユアーズ ・ ケア／松山支部第 2 地区会）

松山支部１２月例会

時代を生き抜くための『四方よし』の精神とは
～『共育ち』の人材育成こそが、会社の未来を創る鍵～

■報告者 ： 大政　裕志　氏
　 月心グループ　常務取締役／愛媛県中小企業家同友会　理事 ・ 伊予松前支部長

■日　時 ： 12 月 20 日㈬　　■会　場 ： 松山市青少年センター　　■参加者 ： 58 名

報告者の大政裕志さん

座長の内藤成博さん

例会報告の様子

第１地区会情報 ： 有限会社ダスキンタカモリ　　高岡直矢さん

　有限会社ダスキンタカモリの高岡直矢さんの会社は 1970 年 4 月に創業し 48 年に至ります。

　高岡さんは 2007 年 1 月に入社し現在 11 年目となります。 6 名の明るいスタッフさんと共に仕事を頑

張っています。 ダスキンタカモリさんはダスキン販売代理店の FC 加盟店で清掃用具をメインに扱って

ます。 おもに一般家庭が 9 割で 6000 軒のお客様を対象に清掃用具のレンタルを行っています。 エリ

アは中予全域で、 4 週間に一度交換をしてます。 地域の交換スタッフ 75 名のスタッフが各エリアを任

されており、 地域に役に立つ仕事を目指して日々元気に働いています。

　それから事業者様向けにオリジナルダスキンマットを製作してます。 皆様ご要望があれば高岡さんま

でご相談頂けたらと思います。 髙岡さんは 「これからですが地域に役に立つ事を目的とした新たな事

業の展開を考えています。 お家でお困り事の相談を受け付ける窓口づくりを進めて行くなど、 新しい

事への挑戦もしながら、 地域に密着した “無くてはならない企業” を目指して頑張ります」 と語られま

した。 今後もダスキンタカモリの発展を目指して、 成長して頂けたらと願っています。

寄稿 ： 奥江　英記さん （㈲ビーレビュー麺屋十銭／松山支部第 1 地区会）

…松山支部１２月例会
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今治支部１２月例会

ワークショップ例会
～経営指針を楽しく学びあう～

■ファシリテーター ： 菊間　彰　氏
　 一般社団法人をかしや　代表理事／愛媛県中小企業家同友会　今治支部幹事

■日　時 ： 12 月 20 日㈬　　■会　場 ： 今治地域地場産業振興センター　　■参加者 ： 22 名

　今年最後の例会は、 ワークショップ形式で開催しました。 ファシリテーターは一般社団法人をか

しや代表理事で、 今治支部幹事の菊間彰さん。 普段はとっつきにくい 「経営指針」 をテーマにし

た、 若手社員さんやゲストの方々と一緒に学ぶ例会でした。

　場を和ませ、 緊張感をほぐすゲーム感覚のワークの後に各グループに分かれました。 架空の老

舗とんかつ屋になり切り、 妄想を膨らませ 「経営指針」 を創っていきました。 立場や経験の違うメ

ンバーですが、 発言を否定しない 「安全な場」 では若い社員さんや、 親子で参加のゲストの方

からも活発な意見が出てあっという間の討論時間でした。

　普段の社内の会議でもワークショップの手法を生かすことができると思いました。 発言しやすい空

気づくり、 場づくりが何より大切です。 いくら時間をかけてもそれ無しにいい議論は出来ない事を

体験できました。

　2 月は東温支部、 伊予・松前支部との合同例会で、 今回同様ワークショップ形式で行います。 ファシリテーターは同じく菊間さん。

今から 2 月の合同例会が楽しみです。 皆さんの参加をお待ちしています。

寄稿 ： 越智　堅太郎さん （オチ工業㈱／今治支部）

ファシリテーターの菊間彰さん

グループワークの様子「全員が“とんかつ屋”」 “とんかつ屋” として理念発表

支部情報 ： 有限会社大西塗装　　中倉浩明さん

　今治支部新会員の中倉浩明さん （有限会社大西塗装　常務取締役） を訪問しました。

　同社は今治市大西町に本社を構え、 主業務は造船塗装や鉄塔塗装。 また、 関連会社では

ポン酢の製造なども手掛けています。

　一見、大人しそうな、にこやかな中倉さんですが 「実はかなり、破天荒なところがありまして…」

と照れ笑い。 学生時代には京都の下宿から今治の実家まで、 自転車で帰省したこともあるほど。

また、 大学で国際交流団体に所属し、 様々な人種 ・ 民族 ・ 宗教の人々と交流してきたそうで、

台湾出身の奥様と出会ったのもこの活動がきっかけ。 卒業後には 1 年間かけて、バックパッカー

として世界一周してから、 家業入りしたそうです。 当時を振り返り、 「自分にとっての当たり前が、

他の人には当たり前ではないということを体感できた」 「日本人、 愛媛県民、 今治市民としての

アイデンティティを確立して、 自分らしさとは何か、 自分に何ができるのかを深く考えることがで

きました」。

　家業入りしてから、 代表取締役である父親の 「経営者としての覚悟、 凄み」 に改めて気づき、

父の作ってきた道と示している方向性を引き継ぎつつも、 「自分らしさ、 自分にできること」 を模

索しているという中倉さん。 その一つとして、ＰＣやスマホのアプリを活用した 「仕事の見える化」

を推進中。 新たに参入した鉄塔塗装については、 模型を用いた塗装のシミュレーションを考案

するなど、 「社員さんが楽しみ、 皆が能動性を持って働くことで、 自分の仕事に誇りを持てる仕

組みを作っていきたいです」 とにっこり。 2018 年の目標は 「同友会でしっかり学んで、 自分な

りの哲学 ・ 理念を作り上げたいです」。

文責 ： 大北　雅浩 （愛媛同友会　事務局員）

「実は破天荒なんです」 と中倉さん

シミュレーションに用いる
模型 （人物付き）

今治支部１２月例会…
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四国中央支部１２月例会

変える勇気と守り抜く意思の経営
～ 3期連続赤字から 5期増収増益した原因とは～

■報告者 ： 芳野　裕士　氏
　 株式会社 GOOD FIELD　代表取締役／愛媛県中小企業家同友会　理事 ・ 経営労働委員長

■日　時 ： 12 月 21 日㈭　　■会　場 ： ホテルグランフォーレ　　■参加者 ： 29 名

　今年最後の例会にふさわしい報告者に松山からお越しいただきました。 俳優の江

口洋介に似た容姿に、 声は元日本代表のサッカー選手ゴン中山こと中山雅史にそっ

くりで、 その語り口はまるでお好み焼きを焼く寸前の鉄板のような熱々の報告でした。

　芳野裕士さんは 30 歳の時にお好み焼き店を開店。 理由は、 26 歳の時に幼馴染

だった元日本代表ラグビー選手を突然の事故で亡くしたこと。 「飲食店の経営をした

い」 という彼の夢を代わりに自分が実現するという想いで起業されました。

　自分の慢心からか、 開店 2,3 年後から 3 期連続赤字債務超過に転落。 その年に

愛媛同友会に入会し、 いろいろなことに気付かされ大きく方向転換し、 その後 5 期

連続増収増益。 現在 4 店舗の経営をしており、 社員さんは 64 名です。

　お好み焼きを囲んで食べているお客様の笑顔の輪を見るのが大好きで、 そこにご

自分の幸せを感じている芳野さん。 お客様に喜んで頂くには何が大事なのか。 そし

て社員さんに働くことの喜びを感じてもらうためには、 さらに社員さんが家族の方から

「この会社に入って良かったね」 と言って頂くにはどうすればいいのか。 芳野さんは

本音で社員さんと話せる関係でいる事を心がけています。 「社員さんと共にお客様の

笑顔を追求し続けて、 人間成長することが売上の成長につながる道ではないでしょう

か」 と芳野さんは語ります。

　“情熱こそが唯一、 人の心を震わす力となる”。 熱いお好み焼きを囲んで、 社員さ

んたちと話し合いたくなりました。

寄稿 ： 熊野　輝彦さん （ダスキンあたッく／四国中央支部）

支部情報 ： 泉製紙株式会社　　宇高将仁さん

報告者の芳野裕士さん （右） と
座長の久保安正さん

　今回は、 郷ひろみ似、 グッドボイスの素敵な泉製紙㈱取締役常務の宇高将仁さんに伺いました。

泉製紙は古くから紙の産地である川之江で紙製品の生産を行い、 中でも紙紐を製造していたことが契機と

なり、 戦後よりトイレットペーパーを生産してきました。 製造の 9 割がトイレットペーパー、 その他としてタオ

ルペーパーなども製造しており、 現在の宇高治社長で４代目となる創業約 70 年の歴史ある製紙工場です。

　いつも新しいものに敏感で、 これまでも時代に先駆けたエコの感覚から 100％再生紙を利用した商品や、

実用家庭紙でありながらワンランク上の商品作りを心掛け、 今では当たり前の柔らかくおしゃれなエンボス ・

プリントロールを 20 年以上前に作るなど常に時代の先駆者的存在のモノづくりを行ってきました。 今現在も

時代のニーズに先駆けた 2 倍巻きロールという新しい商品が出されています。 「常に時代の中で一番柔らか

いトイレットペーパー作りに取り組んでいます」 と胸を張る宇高さん。 社風について伺うと、「ひとことで言うと、

まじめさですね」、 そして、 理念は 「働く社員が物心共に豊かになる

経営」 と答えてくださいました。 フルマラソンを完走できるポテンシャ

ルを持ち、 会社の駅伝のチームを率いているカッコいい宇高さん！

今年も、 これからも全力で前を向いて走ってください！

寄稿 ： 森田　文子さん （ハタダ川之江店／四国中央支部）

グループ討論の様子

数々のワンランク上のアイテム

…四国中央支部１２月例会
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第１９回報道関係者との懇談会

■日　時 ： 2017 年 12 月 7 日㈭　■会　場 ： 松山全日空ホテル　■担　当 ： 広報情報化委員会

　2017 年 12 月 7 日㈭、 松山全日空ホテルにて、 第 19 回報道関係者との懇談会を開催しました。

　第 1 部は会員による経営実践報告です。 竹村義則 ・ 広報情報化副委員長が司会を務めました。 田中正志 ・ 代表理事

の開会挨拶の後、 竹村義則 ・ 広報情報化副委員長が開催趣旨の説明を行いました。

　報告 1　平野啓三さん （株式会社平野 取締役会長／愛媛同友会 代表理事）

による 「愛媛同友会と地域とのかかわり」 というテーマで報告がありました。 愛

媛同友会は産学官報金労と連携を深めてまいりました。 今年は南予支部の設

立に向け動き出しました。 南予の会員さんを増やし、 社員と共に地域を活性化

する企業を増やしていこうという取り組みについての報告です。

　報告 2　山内満子さん （スリーラインズ株式会社　代表取締役／愛媛同友会 

会員） による 「経営実践報告」 がありました。 スリーラインズ株式会社は段々

畑で有名な宇和島市遊
ゆ す

子にあります。 養殖魚が半値になり、 しょげてる男性は

あてにならんと、 女性たちが立ち上がります。 養殖だけではいかんと、 鯛を加

工して販売することにし、 漁協から予算をもらい販売車を購入します。 販売す

るのは鯛焼き型の鯛めしです。 ブランド化するために車とパッケージを統一デザ

インにします。 デザインには海と鯛と地域の子どもたちを盛り込みました。 自社の事業では、 鯛料理 ・ おさかな教室と漁

業体験を組み合わせた事業 ・ 養殖鯛のブランド化 （歌吉鯛）、 そしてすじ青のりの養殖と新たな取り組みを行います。 す

じ青のりの養殖では、 株式会社日本政策投資銀行 （DBJ） の、 女性起業家を対象とした 「DBJ 女性新ビジネスプランコ

ンペティション」 に挑戦し特別賞を貰い、 事業支援を受けます。

　報告後の質疑回答で、 「山内さんの活力の源は」 という問いに対し、 「人のため、 地域のため、 家族のためと思えば頑

張れます。 一生懸命やっていたらいっぱい賞をもらい、 出ていかなくても沢山の人に来てもらえるようになりました」 という

ことです。 質疑回答後に、 名刺交換、 意見交換を行いました。

　第 2 部では中道昇 ・ 広報情報化委員の司会のもと、 武田正輝 ・

広報情報化委員長の挨拶 ・ 乾杯で報道関係者の方と会員の懇親

会を行いました。 参加企業の PR として市川麗子さん （株式会社

本田洋行　取締役／会員） がシャンプー手袋の説明を行いました。

水を使うことなく手袋を両手に装着して頭皮をマッサージすれば、

拭取りなしで洗髪できる商品です。 ペット用もあります。 歓談がす

すむなか、 杉本太一・代表理事の閉会挨拶でお開きとなりました。

　今回の報道関係者との懇談会において　商品サンプル（試供品）

をご提供ご協力いただいた義農味噌株式会社、株式会社昆布森、

株式会社志賀商店、 株式会社本田洋行の各社様に感謝いたしま

す。 ありがとうございました。

　広報情報化委員会では、定期的に報道関係者との懇談会を行っ

ております。 会員の方ならどなたでも参加できます。 「こんないい

商品ができました」 「こんなおもしろいサービスを考えました」 といっ

た伝えたいことがございましたら遠慮なくご参加ください。

寄稿 ： 米岡　一嘉さん （㈲オーガスト／広報情報化委員）

報告者の平野啓三さん （上） と
山内満子さん

ご参加いただいた報道関係者の皆様 （上） と
懇親会の様子

第１９回報道関係者との懇談会…
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第１５期同友会大学閉講

　2017 年 9 月 1 日から 12 月 1 日までガイダンスを含め全 7 講の第 15 期同友会大学が閉講いたしました。 求人教育委員会主催

で行い、 参加者は 25 名でした。

　近年は社員さんの参加が増えていましたが、 今回は改めて参加対象者の中心を経営者と位置づけ、 新入会員さんや後継者の

皆さんに満足してもらえるような講義内容に組み立て直しました。

　求人教育委員会で打ち合わせを重ねて準備してきた甲斐もあって参加者からは多くの学びを得た、 参加して良かったとの声をい

ただくことができました。 来年度も同友会大学はさらにレベルアップして開催を予定しています。 同友会に入会したら必ず受講して

いただきたい同友会大学。 学び多き場ですのでまだ受講されていない方は是非第 16 期同友会大学をお楽しみに。

　今回の同友会大学の目的は、 以下の通りです。

(1) 利益のあげ方 （＝経営の根幹について） を学ぶ

(2) 経営者と社員がパートナーとなりえること （＝経営の基盤について） を学ぶ

(3) 利益の分配 （＝社員の意欲の源泉について） の方法を学ぶ

（※パートナー ： お互いを人間として尊重し共有された目的 （理念） の実現の為に協力し

あえる仲間）

以下、 講師とテーマの一覧です。

○ガイダンス ： ９月１日㈮

講師 ： 米田順哉氏 （専務理事）　NPO 法人家族支援フォーラム 理事長

テーマ ： 同友会大学で 「何を」 「何のために」 学ぶのか

○第１講 ： ９月１５日㈮

講師 ： 今村暢秀氏 （理事 ・ 求人教育委員長） 株式会社世起 代表取締役

テーマ ： 人を生かす経営の総合実践～経営指針で社員が活躍する企業へ～

○第２講 ： ９月２９日㈮

講師 ： 伊藤俊一郎氏 （理事 ・ 国際化担当） イトマン株式会社 代表取締役

テーマ ： 外部環境と自社の強み ・ 弱みを知る～商品の付加価値をどう高めるか～

○第３講 ： １０月１３日㈮

講師 ： 田中正志氏 （代表理事） ギノーみそ株式会社 代表取締役

テーマ ： 変化し続けることが企業存続のカギ～明日の売上をどうつくるか～

○第４講 ： １０月２７日㈮

講師 ： 平野啓三氏 （代表理事） 株式会社平野 取締役会長

テーマ ： 事業承継～次世代に承継するものは何か～

○第５講 ： １１月１０日㈮

講師 ： 杉本太一氏 （代表理事） 特別養護老人ホーム梅本の里 施設長

テーマ ： チームの総合力を高める～共育 ・ 共学の職場環境づくり～

○第６講 ： １２月１日㈮

講師 ： 松本 等氏 （副代表理事） 生活協同組合コープえひめ 理事長

テーマ ： 経営理念と自社の存在意義～合併成功のカギは理念の共有～

以上

文責 ： 伊井　達哉 （愛媛同友会　事務局）

第 15 期同友会大学講師の皆さん

第 15 期同友会大学
講師の皆さんと講義の様子

第２地区会情報 ： 幹事会勉強会～共に学んでいます～

　松山支部第 2 地区会の幹事会では 3 か月に一度、 経営課題交流をする勉強会を行っていま

す。 幹事の中から報告者を 1 名互選し、 自社の課題を報告。 どうすれば課題を解決できるか、

報告者の会社がこれまで以上に良くなっていくかを参加者全員で協議します。 これまでに弓立

公司地区会長、 内藤成博幹事長、 辻内秀明幹事が報告され、 参加希望のあった第 2 地区会

の会員さんにもご参加いただいております。

　また、 10 月の幹事会では会員オリエンテーションを開催し、 「同友会の特色」 「同友会で何を

学ぶか？」 「同友会理念」 を学びあいました。

　松山支部第 2 地区会幹事会は、 この勉強会の時間をより充実させていこうとしておりま

す。 勉強会、 会員オリエンテーション共に会員の皆さんの参加を募集しております。 よ

り多くの参加者で互いの経営課題を報告 ・ 協議して学びあってまいりましょう。 次回勉強

会があるのは 3 月 5 日㈪、時間は 18 時 30 分～ 20 時 30 分です （最初に幹事会を行っ

た後、 勉強会に移ります）。 ご興味のある方は事務局までご連絡ください。

文責 ： 難波　賢太 ( 愛媛同友会　事務局員 )
会員オリエンテーションの様子

幹事会の様子

…第１５期同友会大学閉講
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会員情報大募集!!
広報情報化委員会では会員皆さんの情報をお待ちしています。

会報誌で自社情報を発信しませんか？

是非、愛媛同友会会報誌を発信のツールとしてご活用下さい！

お問い合わせは愛媛同友会事務局まで。

経営指針成文化セミナー開講

　経営労働委員会主催の経営指針成文化セミナーが 1 月 15 日㈪に開講しました。 セミナーは

全 5 講で、 参加者は 16 社 39 名。 経営者や指針の作成に携わる役員の方だけでなく、 多くの

社員さんが参加されています。

　第 1 講 ・ ガイダンスは NPO 法人家族支援フォーラム理事長で愛媛同友会専務理事の米田順

哉さんが講師を務めました。 「経営指針とは何かを知る」 「労使見解とは何かを知る」 を課題とし

た内容の報告と 「NPO 法人家族支援フォーラムの経営指針成文化と実践」 を報告していただき

ました。

　「経営指針成文化セミナーを通して、 解決したい自社の経営課題は何ですか？」 をグループ

討論テーマに、 各グループが自社の経営課題を報告しつつ、 どのように解決していくかを討論し

ました。 グループ発表では「経営者側、社員さん側双方のベクトルが合っていないことが課題」「指

針書はあるが、 社員さんに共有できておらず、 浸透していない。 指針書のあり方を学び、 社内

に浸透させていく為にはどのような取り組みをしなければならないのかをこのセミナーで学びたい」

といった発表がありました。

　第 2 講は「経営理念・10 年ビジョン」、第 3 講は「経営方針」、第 4 講は「経営計画」、

そして第 5 講は 「PDCA サイクル ・ 社内への浸透」 について学びます。 最終講の 3

月まで共に学んでまいりましょう！

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局員）

開講挨拶は経営労働委員長の
芳野裕士さん

第 1 講 ・ ガイダンス講師の
米田順哉さん

討論した解決したい課題を発表

広報情報化委員会活動紹介

　広報情報化委員会では、 皆様のお手元に毎月発送される会報誌 『Ehime Doyu』 の発行に伴

う編集会議を主に行なっています。 この間、 会報誌も大きく変化してきました。 竹村義則前委員

長の時、 2016 年 6 月号よりカラー化、 またその後も各支部のページを設け、 皆様のおかげで会

員情報が以前にも増して充実しております。また、委員でもある高橋大輔さん監修によるコーナー、

「同友会で俳友会」 もいろいろな方からの投句をいただいております。 毎月兼題を設けています。

いそがしい業務の間に 1 句ひねってみませんか？

　これからも一人でも多くの会員の方が登場し、 読みたくなるような紙面づくりに努めてまいります。

新商品やサービス、 社員さんの紹介でも結構です。 ご投稿お待ちしております！

　今後の取り組みとしては、 前専務理事鎌田哲雄さんの執筆された 「陶冶」 の書籍化、 また、 愛媛信用金庫さんとの学習会など、

皆様に “広報情報化” を通してお役にたつ情報を提供していきたいと考えています。

　広報情報化委員会は、 各支部より委員の皆さんが参加され、 元気で活発な議論をしています。 会報誌へのご意見 ・ ご感想もお

待ちしておりますが、 広報情報化委員会にご興味ある方、 一緒に議論してみませんか？

寄稿 ： 武田　正輝さん （広報情報化委員会　委員長）

広報情報化委員長の
武田正輝さん

経営指針成文化セミナー開講 ・ 広報情報化委員会活動紹介…
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同
友
会
で
俳
友
会

 

今
月
の
兼
題
は
「
春
近
し
」
「
春
隣
」
「
春
ま
ぢ
か
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
冬
の
季
語

に
な
り
ま
す
。
冬
を
更
に
時
期
で
分
け
る
と
「
初
冬
」
「
仲
冬
」
「
晩
冬
」
に
分
け
ら

れ
、
兼
題
の
季
語
は
「
晩
冬
」
の
季
語
に
な
り
ま
す
。
寒
さ
も
峠
を
越
え
、
春
が
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞　

　

 

新
卒
を
初
の
採
用
春
ま
ぢ
か

安
丸　

雄
介
さ
ん
（
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会
）

　

同
友
会
な
ら
で
は
の
俳
句
で
す
。
会
社
の
業
績
が
良
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
し
て
い
な
か
っ

た
新
卒
採
用
を
、
今
年
初
め
て
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
季
語
「
春
ま
ぢ
か
」
は
冬
の

季
語
で
す
が
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
春
が
来
て
い
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
感
じ
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
の
苦
労
が
報
わ
れ
業
績
が
好
転
し
て
き
て
、
新
卒
の
採
用
も
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
。
更
な
る
会
社
の
成
長
を
決
意
す
る
作
者
の
姿
勢
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞

　

 

茶
殻
干
す
筵
へ
日
射
し
春
近
し

桐
木　

利
子
さ
ん
（
桐
木
陽
子
さ
ん
（
松
山
東
雲
女
子
短
期
大
学
）
の
ご
親
族
）

　

緑
茶
を
淹
れ
た
後
の
茶
殻
は
、
乾
燥
さ
せ
る
と
色
々
な
用
途
に
使
え
ま
す
。
抗
菌
効

果
や
消
臭
効
果
、
栄
養
も
た
っ
ぷ
り
な
の
で
料
理
に
も
使
え
ま
す
。
晩
冬
の
天
気
の
良

い
日
に
茶
殻
を
筵
に
広
げ
、
天
日
干
し
に
し
て
い
る
一
コ
マ
で
す
。
厳
冬
の
時
期
よ
り
日

射
し
が
和
ら
い
で
き
て
い
る
感
覚
を
季
語
「
春
近
し
」
が
支
え
ま
す
。
中
七
下
五
「
筵
へ

日
射
し
春
近
し
」
と
韻
を
踏
み
軽
快
な
リ
ズ
ム
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

佳
作

　

 

第
二
ボ
タ
ン
も
ら
う
約
束
春
ま
ぢ
か

難
波　

賢
太
さ
ん
（
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会
）

　

卒
業
式
の
日
に
、
意
中
の
女
子
生
徒
に
第
二
ボ
タ
ン
を
渡
す
風
習
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
の
時
代
の
風
習
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
の
中
高
生
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

晩
冬
の
季
語
で
す
の
で
卒
業
式
ま
で
約
一
ヶ
月
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
憧
れ
の
先
輩
の
第

二
ボ
タ
ン
を
も
ら
う
約
束
が
で
き
て
、
春
と
と
も
に
新
し
い
恋
の
予
感
が
し
ま
す
。

四
月
号

　

兼

題

 

「

い

ぬ

ふ

ぐ

り

」締
め
切
り　

二
月
二
十
八
日

五
月
号

　

兼

題

「

潮

干

狩

」

締
め
切
り　

三
月
三
十
一
日

六
月
号

　

兼   

題　

 

「

心

太

（

と

こ

ろ

て

ん

）
」

締
め
切
り　

四
月
三
十
日

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん

（
広
報
情
報
化
委
員
）

　

一
月
号
兼
題
「
成
人
の
日
」
最
優
秀
賞
の
桐
木
利
子
さ
ん
に
は
、
景

品
と
し
て
服
部
製
紙
株
式
会
社
さ
ん
か
ら
商
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

今
月
の
景
品
は

有
限
会
社
い
っ
せ
い
グ
ル
ー
プ
さ
ん
か
ら
で
し
た
！

八丁堀 3-17-16 群成舎八丁堀ビル 1F 3
ｵﾌｨｽ
ｵﾌｨｽ

愛媛ｵﾌｨｽ

VISUAL IDENTITY DESIGN SYSTEM住所表記Address

■ 印刷物への表記例（名刺・封筒など）

■ WindowsOSでの表記例（Excel・Wordなどによる請求書・FAX送信票など）

■ MacOSでの表記例

〒799-0111
愛媛県四国中央市金生町下分681番地
tel : 0896-58-1010
fax: 0896-58-1014
www.e-itoman.jp

〒799-0111
愛媛県四国中央市金生町下分681番地
tel  : 0896-58-1010
fax : 0896-58-1014
www.e-itoman.jp

和文フォント

欧文フォント

A-OTF UD新ゴNT Pro Regular

Helvetica Neue Regular
（サイズ：和文フォントに対して110%）

欧文フォント
Helvetica Neue Bold

和文フォント
MS P ゴシック

和文フォント
ヒラギノ角ゴ ProN W3

欧文フォント
Arial Bold

欧文フォント
Helvetica Neue Bold

半角スペース

半角スペース
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…同友会で俳友会
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新入会員のご紹介 （２名）　　　　　　　　　（12 月 19 日～ 1 月 22 日）

田中　拓哉 （たなか　たくや）

今治支部

㈲田中建設　後継者　土木 ・ 建築 ・ 造園工事

〒 799-2310　今治市菊間町長坂 1881-6

TEL(0898)54-2630　FAX(0898)54-5327    

紹介者／ ( 合 ) 発達の木　　今岡　健一

小川　凌 （おがわ　りょう）

1990 年 6 月 14 日生まれ　松山支部第 1 地区会

Revers eco 代表 不用品回収 ・ PC 基盤のリサイクル　

〒 791-1112　松山市南高井町 2021-1

TEL(089)904-2634　FAX(089)904-2634

紹介者／逢坂　　逢坂　忍

必
要
と
さ
れ
る
企
業
と
人
に
。

秋

川

保

親

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会　

経
営
相
談
室
長

　

世
の
中
に
は
、
必
要
な
も
の
、
あ
っ
て
も
無
く
て
も
よ
い
も
の
、
邪
魔
に
な
る
も
の
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
や
企
業
も
同
じ
で
す
。
企
業
は
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
企
業
は
残
り
、

必
要
と
さ
れ
な
く
な
れ
ば
消
滅
し
ま
す
。
魚
の
居
な
い
池
で
釣
り
糸
を
垂
ら
し
て
も
魚
は
釣

れ
な
い
し
、
子
供
が
い
な
い
過
疎
の
村
に
保
育
所
を
開
い
て
も
成
り
た
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
世
の

中
は
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
敗
戦
直
後
の
大
学
生
達
が
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
一
番
人
気

の
企
業
は
炭
鉱
で
し
た
。
二
番
目
は
繊
維
産
業
で
す
。
し
か
し
現
在
炭
鉱
は
殆
ど
廃
坑
に
な

り
、
繊
維
産
業
も
繊
維
の
生
産
は
一
割
程
度
で
、
化
粧
品
や
そ
の
他
の
商
品
に
転
換
し
て
い

ま
す
。
東
レ
は
、
飛
行
機
の
胴
体
な
ど
に
使
わ
れ
る
炭
素
繊
維
の
開
発
で
活
路
を
開
い
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
繊
維
産
業
に
か
つ
て
の
勢
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
必
要
と

し
な
く
な
り
、
世
の
中
が
求
め
な
く
な
れ
ば
大
企
業
と
い
え
ど
も
存
続
で
き
な
い
の
が
経
営
の

厳
し
い
法
則
で
す
。
事
業
で
成
功
し
て
い
る
人
の
共
通
点
は
、
経
営
者
が
自
分
の
仕
事
に
使

命
感
を
持
ち
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
学
び
、
損
得
だ
け
で
な
く
、
顧
客
の
期
待
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
に
喜
び
を
も
っ
て
努
力
を
し
て
い
る
人
達
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
友
会
が

目
指
し
て
い
る
「
良
い
会
社
、
良
い
経
営
者
、
良
い
経
営
環
境
」
と
は
、
売
り
上
げ
や
企
業

の
大
き
さ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
店
、
会
社
が
無
く
な
っ
た
時
、
悲
し
ん
で
く
れ
る
顧
客
が

何
人
い
る
の
か
を
常
に
自
問
し
、
地
域
の
人
々
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
「
人

と
企
業
」
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

“平成の赤ひげ”の
経
営
相
談
室
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

会員掲示板 ・ 経営相談室コラム…



2017 年度　愛媛同友会　第９回理事会　議事録

　【日時】 2017 年 12 月 14 日㈭ 18 時 30 分　　【会場】 二番町ホール

　【出席者】 理事 15 名、 事務局員 4 名　　【委任状提出】 17 通　　【議長】 今村暢秀　　【議事録作成者】 安丸雄介

（４） 金融機関に対する方針の専務理事見解について各支部 ・ 地区会での意見
交換内容が共有され、 各支部 ・ 地区会で愛媛信金との懇親会や学習会等で交流
を深めていくことを前提として、 県としては愛媛信用金庫の例会参加を制限する方
針は取らないことで承認された。 その都度の参加可否については各支部 ・ 地区
会の実情に応じて独自で判断していただく。
　また、 武田正輝広報情報化委員長より、 広報情報化委員会での学習会として
信用金庫への理解を深める学習会を開催することで具体化を進める提案がされ、
承認された。

（１） 南予支部設立の課題について報告があり、 理事や松山支部、 南予
出身の会員を中心に南予交流会の参加が呼びかけられた。
南予交流会 2018 年 2 月 2 日 （金） 19 ： 00 ～　にし川 （大洲市　田ノ口
甲 392-6）
（２） 松山大学との包括協定の調印式について当日の概要が報告された。
（３） 正副代表理事会議、 中小企業振興条例、 各支部、 各委員会等の活
動報告について下記の通り報告された。
○中小企業振興条例の課題にかかわり米田順哉専務理事より、 11 月 24
日に雄郡小学校 ・ 未来デザインゲーム授業の見学を長崎同友会から受け
入れたこと、 1 月 29 日に島根同友会で出雲市地場中小企業 ・ 小規模企
業振興会議にて報告予定であること、 2 月 13 日に鹿児島同友会 ・ 中小企
業憲章 ・ 条例シンポジウムで松山市職員と共に報告予定であることが報告
された。
○正副代表理事会議議事録 （文書報告）
　2018 年度の理事会日程
2018 年 4 月 12 日 （木）　※いずれも木曜日開催。 会場は二番町ホール
① 4 月 26 日 （総会時）、 ② 5 月 24 日、 ③ 6 月 28 日、 ④ 7 月 26 日、
⑤ 8 月 23 日、 ⑥ 9 月 27 日、
⑦ 10 月 25 日、 ⑧ 11 月 22 日、 ⑨ 12 月 13 日、 ⑩ 2019 年 1 月 24 日、
⑪ 2 月 28 日、 ⑫ 3 月 28 日
（４） 全国 ・ 他団体行事の報告について
・全国中小企業問題研究集会 （兵庫）　2018 年 2 月 8 日 （木） ～ 9 日 （金）　
参加目標 10 名以上

12

報告事項

閉会挨拶：杉本太一代表理事

（１） 入会 ・ 退会承認
（２） 第６回経営フォーラムの総括と決算について承認された。 総括として、 経営
フォーラムの開催目的の議論の徹底が必要であることと、 参加呼びかけにあたっ
て日常的な仲間づくり ・ 各会員との関わりが重要であること、 懇親会での来賓等
の外部の対応に反省が残る点が報告された。
（３） 矢野宏道総会実行委員長より第 1 回実行委員会の報告がされ、 全体目標
について協議を行い下記の通り承認された。
日時 ： 2018 年 4 月 26 日 （木） 16 ： 00 開会　15 時受付開始
会場 ： メルパルク松山
記念講演 ： 鋤柄修氏 （㈱エステム 名誉会長／中同協相談役幹事）
全体参加目標 ： 300 名 （会員 ： 250 名、 ゲスト 50 名）
参加登録料 ： 8,000 円

（協議内容 ・ 順不同、 敬称略）
○矢野宏道 ： 参加目標は委任状なしでも成立する総会として、 全会員過半数を基
準に設定。 会内では年 1 回も例会に参加しない会員も多く、 今回を機に 「オール
愛媛」 でとりくんで顔の見える関係づくりを行い、 愛媛同友会の根本と会風を変え
たい。 テーマは 「再スタート」 として、 会場は設立総会を行ったメルパルク松山に
した。 実行委員には若い意欲ある会員に担ってもらい、 将来の理事候補など次の
担い手づくりをしたい。
○渡部伸哉 ： 参加者 300 名に同じ想いを共有する総会となる。 今回の経営フォー
ラムの総括と同様、 たとえ同じ欠席となったとしても声をかけて 「来られない」 とい
うリアクションをもらって関わりを持つということが重要。
○弓立公司 ： 矢野実行委員長の思いを後押しして応援したい。 出欠確認の徹底
の習慣を愛媛同友会の組織文化としてつくっていくことが必要。
○松本等 ： 300 名目標を掲げた矢野実行委員長にどれだけ想いを汲み合意でき
るか。 高い目標であれば、 それに見合う知恵を出す努力も出てくるはず。
○堀内章 ： 伊予松前支部では、 声かけ担当をつくり名簿で声をかけられていない
空白をなくす取り組みを行っている。
やはり常日頃のコミュニケーションが重要。
○金子司郎 ： 会活動は理事の意思統一が基本であり、 理事会の出席率にも課題
がある。 理事の自覚が必要。

開会挨拶：平野啓三代表理事

承認事項

私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

第３地区会情報 ： てくのインシュアランス株式会社　　中川祐作さん

　てくのインシュアランス㈱さんは、 東京海上日動の保険をメインに取り扱われる保険販売会社です。

　名刺の裏には 「『さすが』 …といわれ頼られる代理店を目指します」 と謳われています。 以前勤めていた金融機関の上司の姿は、

決して仕事を楽しんでいるように見えず、 昇進しても自分の姿をそこにおくことに疑問を感じられたそうです。 転職され、 そこで長く

保険業に携わるお父さんの姿にこそ価値を見出されたようです。 一人一人の能力を大事にされていることはもちろんですが、 担当

まかせの体制ではなく会社としてチームでお客様に接していくという方針を取られていることも 「さすが」

と言われるためではないでしょうか。

　保険商品にいかに付加価値をつけるか？ひととしてのつながり、

関係づくりを強く意識することでその頂に辿り着こうとされていま

す。 会で初めてお会いした時から、その穏やかな表情から 「ひと」

としての温かさを持たれている方だなあという印象を強く感じまし

た。 今回お話をいろいろお伺いできる時間の中でそれは確信に

変わりました。

寄稿 ： 中道　昇さん （㈲モンド／松山支部第 3 地区会）

…理事会議事録



cafe &DinigBar
haco 朝生田店

お酒の販売店
媛の蔵

089-935-8558089-935-8558

089-947-6817

居酒屋ダイニング
おだいどこ

釜飯と串焼
とりでんのうめん店

うまいもんおとぎばなし

花咲か爺屋

089-913-6050

名物炭火炙り焼き
浪花屋 鳥造

089-993-6188

089-968-1753

089-968-6836

うまいもん おとぎ話

釜飯と串焼
とりでん三番町店

089-915-1194

レストラン
愛彩館

089-955-2008

居酒屋
銀の鶏

089-927-1778

居酒屋
ぶらぶらある記

089-933-6716

089 913 6050

http://issei-g.jp

いっせいグループ

「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。




